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【研修の内容】

１ 林野公共事業予算の推移

２ 建設資材価格等（ガソリン、ナフサ）の動向

３ 森林土木工事に関する技術者アンケートの結果（速報）

４ 令和８年度設計積算基準等の改正の概要

５ 森林土木工事関係書類の作成のスリム化
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建設資材価格（企業物価指数）の推移（2016年～2020年）

令和元年 令和２年
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建設資材価格（企業物価指数）の推移（2021年～2025年）

令和３年 令和７年
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建設資材価格等（レギュラーガソリン）の動向（中東情勢の影響）

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

2
0
1
6
/1
/4

2
0
1
6
/2
/1
5

2
0
1
6
/3
/2
8

2
0
1
6
/5
/9

2
0
1
6
/6
/2
0

2
0
1
6
/8
/1

2
0
1
6
/9
/1
2

2
0
1
6
/1
0
/2
4

2
0
1
6
/1
2
/5

2
0
1
7
/1
/2
3

2
0
1
7
/3
/6

2
0
1
7
/4
/1
7

2
0
1
7
/5
/2
9

2
0
1
7
/7
/1
0

2
0
1
7
/8
/2
1

2
0
1
7
/1
0
/2

2
0
1
7
/1
1
/1
3

2
0
1
7
/1
2
/2
5

2
0
1
8
/2
/1
3

2
0
1
8
/3
/2
6

2
0
1
8
/5
/7

2
0
1
8
/6
/1
8

2
0
1
8
/7
/3
0

2
0
1
8
/9
/1
0

2
0
1
8
/1
0
/2
2

2
0
1
8
/1
2
/3

2
0
1
9
/1
/2
1

2
0
1
9
/3
/4

2
0
1
9
/4
/1
5

2
0
1
9
/6
/3

2
0
1
9
/7
/1
6

2
0
1
9
/8
/2
6

2
0
1
9
/1
0
/7

2
0
1
9
/1
1
/1
8

2
0
2
0
/1
/6

2
0
2
0
/2
/1
7

2
0
2
0
/3
/3
0

2
0
2
0
/5
/1
8

2
0
2
0
/6
/2
9

2
0
2
0
/8
/1
1

2
0
2
0
/9
/2
3

2
0
2
0
/1
1
/2

2
0
2
0
/1
2
/1
4

2
0
2
1
/2
/1

2
0
2
1
/3
/1
5

2
0
2
1
/4
/2
6

2
0
2
1
/6
/1
4

2
0
2
1
/7
/2
6

2
0
2
1
/9
/6

2
0
2
1
/1
0
/1
8

2
0
2
1
/1
1
/2
9

2
0
2
2
/1
/1
7

2
0
2
2
/2
/2
8

2
0
2
2
/4
/1
1

2
0
2
2
/5
/3
0

2
0
2
2
/7
/1
1

2
0
2
2
/8
/2
2

2
0
2
2
/1
0
/3

2
0
2
2
/1
1
/1
4

2
0
2
2
/1
2
/2
6

2
0
2
3
/2
/1
3

2
0
2
3
/3
/2
7

2
0
2
3
/5
/1
5

2
0
2
3
/6
/2
6

2
0
2
3
/8
/7

2
0
2
3
/9
/1
9

2
0
2
3
/1
0
/3
0

2
0
2
3
/1
2
/1
1

2
0
2
4
/1
/2
9

2
0
2
4
/3
/1
1

2
0
2
4
/4
/2
2

2
0
2
4
/6
/3

2
0
2
4
/7
/1
6

2
0
2
4
/8
/2
6

2
0
2
4
/1
0
/7

2
0
2
4
/1
1
/1
8

2
0
2
5
/1
/6

2
0
2
5
/2
/1
7

2
0
2
5
/3
/3
1

2
0
2
5
/5
/1
9

2
0
2
5
/6
/3
0

2
0
2
5
/8
/1
2

2
0
2
5
/9
/2
2

2
0
2
5
/1
1
/4

2
0
2
5
/1
2
/1
5

2
0
2
6
/2
/2

2
0
2
6
/3
/1
6

全国レギュラーガソリン平均価格の推移

６【出典：資源エネルギー庁資料】



建設資材価格等（ガソリン）の動向（中東情勢の影響）

７
【出典：中東情勢に関する関係閣僚会議資料】



建設資材価格等（ナフサ）の動向（中東情勢の影響）

８【出典：中東情勢に関する関係閣僚会議資料】



令和９年度の予算は？（責任ある積極財政！）

「責任ある積極財政」（高市政権）とは？
目的：日本経済の成長で税収を増やし、結果として財政も健全化させる

・責任ある＝将来の国の借金や金利上昇を意識して持続可能な範囲の支出に抑える
・積極財政＝景気や物価高対策のために、政府がしっかりお金を出す※

※リミッターを外して真に必要な施策を躊躇なく提案してやり抜く

国の借金：約1,344兆円（5/8財務省発表）

国の借金（国債）は将来の税収で返済することが前提となっていない
※Ｇ７各国と同様に日本でも国債は永続的に借り換えされていく（財務省も認めている）

マスコミ報道：国民一人あたりの借金は約1,094万円

「予算編成の抜本的見直し」

・補正予算を前提とした予算編成と決別 → 令和８年度補正予算は必要
・必要な予算は当初予算で措置
・投資のための「新たな予算枠」を設定 → 成長戦略１７分野（防災・国土強靱化含む）
・複数年での機動的な財政出動 → 予算単年度主義との整合性

歳出

歳入

債務償還費義務的支出（社会保障・医療、地方交付税等） 新たな投資枠

税収・税外収入 財政赤字（国債発行）

９【出典：日本成長戦略会議資料より作成】

日本銀行：５０％
民間銀行：４０％
日本国民： ５％
海 外： ５％

金融資産：約８８０兆円



令和８年度 森林土木工事に関する技術者アンケートの概要

１ 調査の目的
森林土木工事の現場技術者が日頃から感じている課題・意向・要望等を収集、

把握して林土連の今後の事業活動の基礎資料とするほか、林野庁等の関係機関
に対する意見や提案等に活用することを目的とする。

２ 調査対象者
森林管理署等が発注した、治山工事・林道工事・災害復旧工事において、主

任技術者、現場代理人、監理技術者等として携わった現場技術者

３ 調査の方法
(1) 林土連から全国の林業土木協会に調査を依頼
（2）各林業土木協会は工事を受注した会員企業にアンケート調査の協力を依頼
(3) 依頼された会員企業は、現場技術者にアンケートの回答を依頼
(4) 現場技術者はＰＣ又はスマートフォンを活用して回答（ＷＥＢ方式）
(5) アンケート実施期間は令和８年４月６日～４月３０日

  (6) 回答者の会社名や氏名等は無記名とする
(7) アンケートは選択方式を基本とし、一部の自由意見を記述式とする
(8) 回答者の負担を考慮し、１０分程度で回答できる内容とする
(9) 調査結果の集計はＧｏｏｇｌｅフォームの自動集計機能を活用  

10



アンケート調査の内容

① 年齢（・30歳未満・30歳代・40歳代・50歳代・60歳代・70歳以上
② 性別（・男性・女性・回答しない）
③ 所属林業土木協会名（14協会から選択）
④ 実務経験年数（5年未満、5年～30年を５区分、30年以上）
⑤ 携わった主な工事（治山・地すべり、林道新設・改良、災害復旧）
⑥ 携わった工事での立場（主任技術者、現場代理人、監理技術者）
⑦ 携わった近年の工事では適正な利潤を確保できたか

※「適正な利潤」とは、工事受注時に計画した利潤とする
・適当な利潤が確保できなかった理由は何か

⑧ 携わった工事での３者会議の実施状況を選択（複数回答）
・３者会議の開催について意見等を記載

⑨ 工事施工に関する問合せに対する監督員の対応状況を選択（複数回答）
・問合せに対する監督員の対応について意見等を記載

⑩ 複数の工事現場の兼務の実態について選択
・工事現場を兼務した時の仕事の負担をどのように感じたか
・兼務した仕事のうち、どのような作業が大きな負担となったか

⑪ 工事発注者に対する要望やひごろから感じている課題、意見・要望など
（自由記載）

令和７年度 森林土木工事に関する技術者アンケートの概要

11



令和８年度 森林土木工事に関する技術者アンケート結果の速報

◆ あなたの年齢を選んでください

50歳代
60歳代

40歳代
30歳代

（4.9％）

30歳未満
（6.3％）

70歳以上
（4.7％）

◆ あなたの建設業における実務経験年数を選んでください

30年以上

25～30年

20～25年

◆ あなたが携わった主な工事での立場を選んでください

現場代理人

監理技術者
＆

現場代理人

◆ あなたが現場技術者として携わった主な工事を選んでください

5年～10年

15年～20年
（5.8％）

10年～15年
（7.5％）

5年未満
(2.1%)

監理技術者

主任技術者

現場代理人

12



令和８年度 森林土木工事に関する技術者アンケート結果の速報

◆ あなたが携わった工事での3者会議の実施状況を選んでください

◆ あなたが携わった近年の工事では適正な利潤を確保できましたか ◆ 「適正な利潤」「利潤」を確保できなかった理由は何ですか（抜粋）

◆ 3者会議の開催についてご意見等（抜粋）

①ほとんどすべての工事で適正な利潤を確保できた
②携わった工事を平均するとほぼ適正な利潤は確保できた
③ほとんどの工事で適正な利潤を確保できなかった
④一部の工事で利潤を確保できず赤字となった工事があった
⑤ほとんどの工事で利潤が確保できず赤字となった

①

②

③
（6.5％）

④

○設計図書と現場条件（地形・土質・湧水など）の不一致

○仮設工（道路・排水・足場等）の費用不足・過小評価

○設計変更が認められない／反映が不十分

○資材単価・人件費の高騰が設計に反映されていない

○自然条件（降雨・降雪・災害）による手戻り・工程遅延

○協議・承認待ちによる手待ち時間の発生

○小規模工事による採算性の低さ

⑤
（0.5％）

○問題点や解決策の共有に有効

○設計意図・方針の確認ができる

○工事規模に関わらず必要に応じて開催すべき

○設計段階で施工者の意見を反映すべき

○設計意図（思想）の事前共有が必要

○早期開催・迅速な意思決定が必要

○コンサルが多忙で対応できない

13



令和８年度 森林土木工事に関する技術者アンケート結果の速報

◆ 工事施工に関する問い合わせに対する監督員の対応状況を選んでください ◆ 問い合わせに対する監督員の対応についてのご意見等（抜粋）

◆ 複数の工事現場の兼務の実態について該当するものを選んでください

③

①監督員から速やかに回答があった
②即答はなかったが2.3日以内に回答があった
③回答に時間を要したが工事の進捗に影響はなかった
④回答が遅く工事の円滑な施工に影響があった
⑤対応が監督員によって区々であった

①

②

③

④

⑤

○迅速・的確・丁寧な対応により施工が円滑に進んだ

○回答が遅く工程に影響するケースがある

○回答期限を明確にしてほしい

○監督員ごとに対応スピード・判断力に差がある

○上司確認や「局の回答待ち」で対応が遅れる

○現場判断が後から覆ることがある

○協議が整わず施工できない場合がある

兼務の経験あり

兼務の経験なし

◆ 工事現場を兼務した時仕事の負担をどのように感じましたか

①大きな負担は感じなかった
②多少の負担増はあった
③大きな負担増となった
④工事の完成に支障があった

①②

③

④ 1.3%

14



令和８年度 森林土木工事に関する技術者アンケート結果の速報

③

◆ 兼務した仕事のうち、どのような作業が大きな負担となりましたか

◆ 工事発注者に対する要望や日頃から感じている課題、意見・要望などがあれば記載してください

■ 発注・工期

・冬期施工を避けた工期設定にしてほしい

・降雪地域は早期発注を希望

・施工可能期間を考慮した工期設定にしてほしい

■ 設計

・現地踏査を十分に行った設計にしてほしい

・仮設工の設計精度を向上してほしい

■ 設計変更・協議

・新工法の採用をしやすくしてほしい

・災害・天候影響を変更に反映してほしい

■ 書類関係

・紙と電子の二重提出を廃止してほしい

・日報・出来形・週休2日書類を簡略化してほしい

・必要書類の一覧を明確にしてほしい

■ 監督員対応

・判断基準を統一し、監督員ごとの対応差をなくしてほしい

・現場への訪問頻度を増やしてほしい

■ 仮設・施工条件

・作業ヤード・進入路を適切に確保してほしい

・支障木処理の期間を考慮してほしい

・山間地特有の条件を反映してほしい

■ 現場環境・DX

・通信環境を改善してほしい

・オンライン立会ができる環境を整備してほしい

■ その他

・資材高騰に対応してほしい

・電子納品を完全化してほしい

・発注量を増やしてほしい

15



設計積算基準等の改正の概要

16【出典：林野庁資料】



令和８年度設計積算基準等の改正の概要
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令和８年度設計積算基準等の改正の概要

18【出典：林野庁資料】



令和８年度設計積算基準等の改正の概要

19【出典：林野庁資料】
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令和８年度設計積算基準等の改正の概要
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令和８年度設計積算基準等の改正の概要

21【出典：林野庁資料】



令和８年度設計積算基準等の改正の概要

22【出典：林野庁資料】



森林土木工事関係書類作成のスリム化

23【出典：林野庁資料】



森林土木工事関係書類の作成のスリム化
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【出典：林野庁資料】
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森林土木工事関係書類の作成のスリム化
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森林土木工事関係書類の作成のスリム化
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森林土木工事関係書類の作成のスリム化

27【出典：林野庁資料】



最後に！施工管理の６大管理

「全国安全週間2026 スローガン」
多様な人材 全員参加 みんなで育てる安全職場！

ご清聴を感謝いたします
28

・ 品質管理：設計図書どおりの品質を確保する

・ 原価管理：工事費用を予算内に収め、利潤を確保する

・ 工程管理：工事を計画どおりに進め、納期を遵守する

・ 安全管理：作業員の安全を守り、労働災害を防止する

・ 環境管理：工事による環境への影響を最小限に抑える

・ 労務管理：作業員の配置や健康を管理し、安定した施工

体制を維持する
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